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ビシクロ[5.3.0]デカン型キラル合成素子の開発と  
天然物合成への応用  

Development of Bicyclo[5.3.0]decane-type Chiral Building Blocks 
and Application to Natural Product Synthesis  
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ビシクロ[5.3.0]デカン型骨格 (ヒドロアズレン骨格) は興味深い生物活性を発現する天然物にし

ばしば見い出されることから, 創薬化学的に魅力的な構造単位として注目を集めている. これまで
ビシクロ[5.3.0]デカン型化合物の多くは，化学・位置・立体選択的反応を駆使して単環性，あるい
は鎖状化合物を合成し，合成終盤にビシクロ環骨格を構築する戦略に基づいて合成されてきた．一

方で，合成序盤にビシクロ[5.3.0]デカン骨格を構築し，このものを合成素子として順次官能基を導
入していく合成法は，誘導体合成等の拡張性という観点での優位性が期待される．しかしながら，

ビシクロ環化合物は鎖状化合物や単環性化合物とは異なる反応性を有するためか，このような合成

研究は前例に乏しい．	
  
	
 当研究室では, キナアルカロイド由来の有機触媒を用いた Toste-Kornblum-DeLaMare 転位反応 1) 
とリパーゼ PSによる光学精製を鍵として, 光学活性γ-ヒドロキシシクロヘプテノンの両対掌体 1, 6
を 95% ee以上の光学純度で調製する手法を確立している.2) 今回我々は, これらの化合物を起点と
してビシクロ[5.3.0]デカン型キラル合成素子 3, 9を設計，合成した. 続いて, これらのキラル合成素
子の有用性を実証するため, 抗腫瘍活性天然物 englerin A の合成研究を行った. 本発表ではその詳
細について報告する.  
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